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上田八木短資株式会社

【調査の概要】

調査方法 弊社と取引のある銀行、証券会社、保険会社、事業法人などの市場取引関係者（202先）

調査方法 日本銀行の金融政策決定会合における結果予想と、3か月先の金利見通し

調査方法 2016年10月25日～27日の３営業日間、電話等によるヒアリングにより実施

回答率 97.0 ％ （回答者数196 先＜Ｑ１における回答者数＞）

回答者全体の２％が「緩和」と
みている。「不変」とみる先は９
８％だった。「引締」を予想する
先はなかった。

上田八木・金融政策インデック
ス（「引締」－「緩和」構成
比％）は、 ▲２と、前回対比４
８％ポイント上昇となった。

前回（９月調査）との比較では、
「緩和」とみる先は▲４８％ポイ
ント（前回５０％→今回２％）。
「不変」とみる先が＋48％ポイ
ント（前回５０％→今回９８％）。

「上昇」とみる先が０％ポイント
（前回０％→今回０％）。

【今回緩和と回答した方につい
て】金利引き下げの有無につ
いて回答を求めたところ、33％
の先が引き下げありと回答。

（Ｑ１）日本銀行の次回の金融政策決定会合（10月31～11月1日）における決定について

【調査結果】

～次回MPMでの金融政策不変の見方が過去最大（９８％）。金利見通しは横這い。
１０年国債金利予想DIは初のプラス（＋９）。
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【調査の総括】

○ １０月３１日～１１月１日の金融政策決定会合においては、不変を予想する先が９８％と調査開始以来最
も多くなり、追加緩和を予想する先は２％と調査開始以来最も低い数字となった。
○ 金利見通しについては、３か月先の無担保コールON金利DI（「上昇」－「低下」）が▲４（前回▲６１）。１０
年国債金利DI（「上昇」－「低下」）は調査開始以来初めて上昇が低下を上回った（＋９）。
○ 前回から市場の先行き金利観が大きく変化していることを示唆する結果となっている。

Q1で緩和と回答の

２％のうち金利の
引き下げは？
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上田八木・金融政策インデックス（「引締」－「緩和」構成比％）



（Ｑ2 ）３か月先の無担保コールＯＮ金利は、現状対比、どのようになっているとみているのか。

（Ｑ3）３か月先の「2年利付国債金利」は、現状対比、どのようになっているとみているのか。

（Ｑ4）３か月先の「１０年利付国債金利」は、現状対比、どのようになっているとみているのか。

【本調査に関する照会先】
企画部 島本、酒井 （電話 03-3272-0293)

回答者全体の７％が「低
下」を予想。「不変」の先
は９０％、「上昇」とみてい
る先は３％だった。

前回（９月調査）との比較
では、「低下」とみる先は
▲５６％ポイント（前回６
３％→今回７％）。

「不変」とみる先が＋５５％
ポイント（前回３５％→今
回９０％）。

「上昇」とみる先が＋１％
ポイント（前回２％→今回
３％）。

回答者全体の４％が「低
下」を予想。８３％が「不
変」とみている。「上昇」を
予想した先は１３％。
この結果、DIは過去7回で
初めてプラス値となった。

前回（９月調査）との比較
では、「低下」とみる先が
▲３１％ポイント（前回３
５％→今回４％）。

「不変」とみる先は＋４１％
ポイント（前回４２％→今
回８３％）。

「上昇」とみる先は▲１０％
ポイント（前回２３％→今
回１３％）。

回答者全体の１０％が「低
下」を予想。８４％が「不
変」とみている。「上昇」を
予想した先は６％であっ
た。

前回（９月調査）との比較
では、「低下」とみる先が
▲４９％ポイント（前回５
９％→今回１０％）。

「不変」とみる先が＋４６％
ポイント（前回３８％→今回
８４％）。

「上昇」とみる先は＋３％
ポイント（前回３％→今回
６％）。
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調査日    2016 年 10 月 25～27 日 

調査先           202 先 

回答率           97.0％ 

 

（Ｑ１）日本銀行の次回の金融政策決定会合（１０月３１日～１１月１日）における決定

内容について、どのような結果になるとみているのか。 

           （今回）         （前回９月２１日）   変化幅 

 緩 和     2 (構成比％)       50                ▲ 48 

 不 変    98             50                 + 48 

 引 締    0                    0                   0 

-------------------------------------------------------------------------------- 

上田八木・金融政策インデックス （「引締め」-「緩和」構成比％） 

▲ 2                      ▲50                ＋48 

【今回緩和と回答した方】金利の引き下げはあると思いますか？1.YES か 2.NO でご回答く

ださい。 

            1.YES  ３３％（前回７３％） 

            2.NO   ６７％（前回２７％） 

（Ｑ２）３か月先の無担保コールＯＮ金利は、現状対比、どのようになっているとみてい

るのか。 

                       (今回)         （前回９月２１日）   変化幅 

    低 下    7                         63                 ▲56 

    不 変          90                          35                 ＋55 

    上 昇    3                            2                 ＋ 1 

--------------------------------------------------------------------------------- 

短期金利予想ＤＩ    ▲ 4            ▲61                  ＋57 

（Ｑ３）３か月先の「２年利付国債金利」は、現状対比、どのようになっているとみてい

るのか。 

                       (今回)         （前回９月２１日）   変化幅 

    低 下   10              59                 ▲49 

    不 変          84              38                 ＋46 

    上 昇    6              3                 ＋ 3 

------------------------------------------------------------------------------- 

2 年国債金利予想ＤＩ  ▲ 4                         ▲56                 ＋52 

（Ｑ４）３か月先の「10年利付国債金利」は、現状対比、どのようになっているとみてい

るのか。 

                       (今回)          （前回９月２１日）   変化幅 

    低 下   4              35                  ▲31 

    不 変     83              42                  ＋41 

    上 昇  13              23                  ▲10 

---------------------------------------------------------------------------------

10 年国債金利予想ＤＩ ＋ 9              ▲12                  ＋21 

(注)「上田八木・金融政策サーベイ」の開始についてはこちらの当社ＨＰをご覧ください。 

http://www.ueda-net.co.jp/uedayagi/04-infofl/topicsPDF/MPM0.pdf 

 照会窓口 上田八木短資株式会社 企画部（島本、酒井） TEL：03-3272-0293 
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